
財政基盤策の拡充強化、医療保険制度の一本化実現を 

国保制度改善強化全国大会 

 
 国保中央会など国保関係９団体主催の国保制度改善強化全国大会は、１１月２７日（木）、

京都の明治神宮会館に、全国の関係者約千人が集まって開かれた。「医療制度一本化の実

れ課題が様々ある中で、保健師など人材確保が必須で

の山田正彦代議士が行った。 

のための保健師など人材確

齢者医療制度の見直し

 

東

現」のほか、年々厳しさを増す国保財政基盤強化策について一層の拡充強化を求める９項

目の決議を全会一致で採択した。 
 大会では、国保中央会の鈴木俊一会長が主催者を代表して挨拶した。その中で、４月か

ら特定健診・特定保健指導が実施さ

あり、財源措置など万全の対策を要請した。 
 来賓挨拶は、大村秀章厚生労働副大臣、倉田雅年総務副大臣の

ほか、与野党から代表として自民党の後藤茂之厚生労働部会長､

民主党

 続いて議長団を選出、審議に入った。情勢報告は、国保中央会

の多田宏理事長が行い、現行の財政基盤強化対策の強化を訴えた。

また効果的な特定健診･特定保健指導

保について継続的な財政措置が必要であると述べ、特定健診など

者支援金の加算・減算措置については撤廃を求めた。さらに後期高

の実施率による後期高齢



等や医師確保対策の必要性も訴えた。 
 この情勢報告を受けて９項目の決議文

が読み上げられ、採択された。 
 この大会には、京都府から市町村長、

国保組合理事長など約２０人（本会職員

 決議の９項目は次のとおり。 

 
 

、医師確保対策の強力な推進及び地域医療体制の充実・強化 
義務化 

、円滑な対応に向けた保健師等の十分な人材確保

の加算･減算措置の撤廃 
策を含め十分な広報と必要な財源の確保 

 

含む）が参加、大会後は代表陳情として

国会議員会館班に参加した。 
                                       

                  

                                    

 
１、医療保険制度一本化の実現 
１、国保財政基盤強化策の拡充強化

１、診療報酬体系の合理化の推進及び後期高齢者の特性に配慮した報酬体系の確立

１

１、被保険者資格喪失情報届出の

１、特定健診・保健指導の効率的な推進

及び所要の財政措置の確立 
１、特定健診・保健指導の実施率等に係る後期高齢者医療支援金

１、後期高齢者医療制度について、特別対

１、国民健康保険組合の健全な運営の確保 


